






〔まとめ〕 

 手術時期 1歳以上 PH 群では術前より LVEF の低下があり,術後も左室駆出機能の障害,左

室拡張末期容積の拡大が残存していると思われる。これに対し,術前呼吸不全が強く体重増

加も得られないため1歳以下で心内修復術を余儀なくされたⅠ群では術後も左室駆出率の

低下はなかった。この検討より明らかな PH を認める VSD では 1歳未満での心内修復術が望

まれるが,1 歳以上 PH 群にとっては follow up 期間が短い可能性もないわけではなく今後

とも検討したい。 


